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Visual Basic 2005（以下VB2005）の

開発環境は、好きなようにカスタマイ

ズできるのが特徴である。まさに我輩

好みなのだ。

Visual Basic 2005 Express Edition

（以下VB2005 Express）で試してみよ

う。開発環境を設定するには、メニュー

から、

［ツール］-［オプション］

と選択すると開く「オプション」ダイ

アログボックスを使う。

まず最初に、「プロジェクト作成時に

保存するかどうか」を見てみよう。

左側のツリービューで、

［プロジェクトおよびソリューション］-

［全般］

と選択する（図1）。

Express Editionの場合は、左下に

「すべての設定を表示」チェックボック

スがあるので、これをチェックしてお

くと、いろいろな機能を見ることがで

きる。

考えてみると、プロジェクトを作り

始める際に､ファイルを保存するかどう

かは、仕事の内容による。

現在のところ、面白がって、いろい

ろ実験を行なっているのだから、いち

いちファイルを保存しないほうが便利

である。後に残す必要のない実験の場

合には、破棄することができるからで

ある。

VB2005 Expressでは、実際に「ビル

ド」して実行し、最後に「プロジェク

トを閉じる」を選択した際に、図2のダ

イアログボックスが現われる。ここで

［破棄］を選択すると、ファイルは残ら

ないようである。それにしても、初め

て保存する場合でも、［上書き保存］と

は、マイクロソフトも手抜きをするも

のだ。

プロジェクトを作成した段階で自動

我輩の名前は「頑固一徹」、もう10年以上Visual Basicでプログラムを書いてきた

ベテランプログラマだ。

先月はVisual Basic 2005 Express Editionを利用して、新しいVisual Basicを試

してみた。驚いたことに、我輩たち、VB6のエキスパートにとって、VB.NETよりは

るかに使いやすい。今回は引き続きVisual Basic 2005で変わった点やExpress

Editionの注意点について見てみよう。
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保存したい場合には、図1の「オプショ

ン」ダイアログボックスで、「作成時に

新しいプロジェクトを保存」チェック

ボックスをチェックすればよい。

実際に開発を行なう場合には､この

チェックボックスをチェックして、作

成時に保存してしまうほうがよいだろ

う。この場合は、一番上の「Visual Stu

dioプロジェクトの場所」ボックスで、

デフォルトの格納場所を自分で決めて

おくと、ソースの管理が楽になる。

同時に、「オプション」ダイアログ

ボックスの左側のツリービューで、

［環境］-［自動バックアップ］

と選択して、「何分ごとにバックアップ

を取るか」「バックアップを何日間保存

するか」を設定しておく（図3）と、思

わぬ事故を防ぐことができる。

我輩は、デバッグの時間を減少させ

たいので、暗黙の型変換を許さない

「Option Strict On」の設定を行なう主

義なのだが、今までのVisual Basicで

は、プロジェクトごとに宣言しなけれ

ばならなかった。

VB2005では、「オプション」ダイア

ログボックスで、

［プロジェクトおよびソリューション］-

［Visual Basicの既定値］

を選択し（図4）、「Option Strict」コン

ボボックスで「On」を指定する。

これで、プロジェクトが変わるたびに、

いちいち宣言する必要がなくなった。

図2：プロジェクトの変更
を反映するかどうかの確認

図3：自動バックアップの設定

図4：Option Strict設定

図1：プロジェクト作成時にファイルを保存するかどうかの設定

Option Strictに
ついて




